タイトル
― サブタイトル ―
（改行1行）
高専　つばさ１＊，コセット　ジョン２＊，専門　みずほ１＊，◯◯◯　◯◯１＊
（改行1行）
Approach to an Effective Extensive Reading:
Based on Model Core Curriculum
（改行1行）
KOSEN Tsubasa, COCET John, SENMON Mizuho, and ◦◦◦◦ ◦◦◦◦
（改行1行）
Abstract（見出しボールド）
     The abstract of the paper must be around 100 words in length. The font should be 10.5 point Century. The first line should be indented by 5 characters from the left margin, with all run-over lines right justified.　(文と文の間は、半角1スペースに)
◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯.
（改行1行）
Keywords（見出しボールド）：（全角コロン）　（英単語もしくは句で4つまでとし、語（句）の頭文字を大文字とする。句読点は半角カンマを用い、半角2スペース空けて次のキーワードを記す）例：
Keywords：Extensive reading,  Corpus-based,  Encoding,  Collocation
（改行1行）
1. ◯◯◯◯◯（見出しボールド）　
　これは、COCETの論文集『研究論集』の原稿フォーマットを示したものです。
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　図、表は白黒で作成し、文字は十分に大きく、画像は鮮明なものを用いてください。10.5ポイントのMS明朝を用いて、「表1」「図1」（数字はCentury）のようにタイトル番号をつけ、全角のコロンの後、タイトルを簡潔に付してください。図の場合は下部、表の場合は上部にそれらを置き、センタリングしてください。なお写真とグラフは図として扱います。
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